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◆はじめに

独立行政法人情報処理推進機構技術本部ソフトウェア高信頼化センター（以下 IPA/SEC という）で
は、2007 年 12 月より「ソフトウェア開発データ白書」に掲載されているグラフ ( 以下白書掲載グラ
フという）に自社のプロジェクトデータをマッピングすることにより、自社プロジェクトの相対的な
状況やレベルを確認できるツールとして、「定量データに基づくプロジェクト診断支援ツール」を提
供してきました。

2014 年 12 月からは、白書掲載グラフの作成に必要なデータをダウンロードし、PC 上で必要な加
工編集が可能な白書掲載グラフ作成データ提供サービス（以下グラフ作成用データダウンロードサー
ビスという）を開始しました。

この度、「定量データに基づくプロジェクト診断支援ツール」で提供している機能を、グラフ作成
用データダウンロードサービスで実現する方が加工分析の自由度が上がるとの判断により、2017 年
4 月 29 日からグラフ作成用データダウンロードサービスに統一することとしました。

本書は、従来「定量データに基づくプロジェクト診断支援ツール」で提供していたのと同じ機能を、
グラフ作成用データを用いて実現する方法を示すものです。

グラフ作成ツールとしては、基本的には日頃皆様がお使いのツールをご使用いただくことを前提と
しております。

本資料では、グラフ作成ツールとしてフリー統計ソフト「EZR」を使用した例を記載しております。

※本書に掲載されている手順は、特定の設定（EZR Windows 版 64bit、 v1.32 等）に基づいた環境

にて再現される一例です。
※本資料の中で表形式（xlsx 形式）表示されているものは、Microsoft 社の Excel を使用したもの
です。また、グラフ形式で表示されているイメージは、EZR を使用したものです。
※本書の公開にあたっては正確な記述に努めましたが、掲載内容に対して IPA が何らかの保証をす
るものではありません。また、本書で紹介するサービスやツールの使用によるいかなる結果 ( 第三
者との紛争など含む）に関しても IPA は一切の責任は負いません。
※本書に掲載された URL 等は、予告なく変更される場合があります。
※本書の内容は、2017 年 3 月時点のものです。
※「EZR」とは、Rcmdr のカスタマイズ機能を利用して、マウス操作だけでも多彩な機能を実現で
きるようにしたもので、下記 URL にアクセスし、自治医科大学のサイトからダウンロードが可能

です。　
　　　

http://www.jichi.ac.jp/saitama-sct/SaitamaHP.files/statmed.html
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◆本資料で紹介する範囲

◆グラフ作成用データダウンロードサービスの概要

１．概要

本資料では、「定量データに基づくプロジェクト診断支援ツール」の主要な機能である以下の二つの機
能について、グラフ作成用データダウンロードサービスを活用した代替方法を説明します。
　・信頼幅付き散布図への自社データのマッピング
　・箱ひげ図と自社データの比較

SEC Web 上にある「白書掲載グラフ作成用データ」をダウンロードし、PC 上で編集・加工することに
より、白書掲載グラフ上に自社データをマッピングすることが可能となり、自社データと白書データの
対比などに活用するものです。

ダウンロード
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２．グラフ作成用データ活用の流れ

データの統合／フォーマット変更

利用したいグラフの選択

グラフ作成用データの
ダウンロード(章単位)

利用したい図表の選択

自社データ準備

データの読み込み

項目名簡素化など

グラフ作成

データの準備

グラフ作成

【グラフ作成の大まかな流れ】

Webからグラフ作成用データをダウンロードし、それに自社データを付加する。

グラフ作成ツールにデータを取り込み、グラフを作成する。

グラフ作成用データを活用したグラフ作成の大まかな流れは、以下のとおりである。
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◆グラフ作成用データのダウンロードについて

グラフ作成用データは、以下のいずれかの URL にアクセスし、「白書 PDF およびグラフデータのダ
ウンロード」を選択することによりダウンロードできます。

PC 上に取り込むことによりグラフ作成や加工編集が可能となります。ダウンロードにあたり、利
用者登録とアンケート回答が必要となります。

グラフ作成用データは、章別にまとめてあります。ダウンロードは、章別、一括どちらの方法でも
可能です。

白書公開お知らせページ
http://www.ipa.go.jp/sec/reports/20161012.html

アンケートページ
http://sec.ipa.go.jp/publish/whitepaper

【PDF およびグラフデータダウンロード画面】
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◆ダウンロードしたグラフ作成用データのイメージ

ダウンロードされたグラフ作成用データの内容は、以下のとおりです。
「はじめにお読みください」に記載されている注意事項を遵守の上活用してください。

【信頼幅付き散布図のグラフ作成用データのイメージ】
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【箱ひげ図のグラフ作成用データのイメージ】
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◆グラフ作成用データの加工とグラフ出力イメージ

【信頼幅付き散布図の場合】



7
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３．自社データのマッピング方法

３．１信頼幅付き散布図への自社データのマッピング方法

①グラフ作成用６章の Excel データを PC 上にダウンロードする。
②図表番号 6-2-1 のシートを選択し、グラフ作成用にフォーマット変換をし、名前をつけて保存する。

【グラフ作成用データの編集】※白書掲載グラフ図表番号 6-2-1 の例

Y 軸 Y 軸 区分X 軸 X 軸 Y 軸 ( 信頼幅） X 軸

※ダウンロードしたデータを右のように X 軸、Y 軸、区分
に編集し直す。

白書掲載グラフ作成用データ、信頼幅、自社データの順
に上から下へ並べ区分を明記する。
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⑥先程名前をつけて保存したシートを選択し、OK ボタンをクリックする。

③フリー統計ソフト「EZR」を立ち上げる。
④「ファイル」⇒「データのインポート」⇒「Excel データのインポート」を選択する。

⑤データセット名を入力し、OK ボタンをクリックする。

【Excel データの読み込み】
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⑧変更したい項目名を選択し OK ボタンをクリック後、項目名を変更し、OK ボタンを
クリックする。

【項目名の編集】
⑦項目名が長いため、「アクティブデータセット」⇒「変数の操作」⇒「変数名を変更する」を選
択する。
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⑨「グラフと表」⇒「散布図」を選択する。
⑩ X 変数に「工数」、Y 変数に「月数」を選択する。
⑪層別プロットで「区分」を選択し、OK ボタンをクリックする。
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⑫内容を確認し OK ならば OK ボタンをクリックするとグラフが作成されます。

【散布図を描く】
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３．２　箱ひげ図への自社データマッピング方法

①グラフ作成用 7 章の Excel データを PC 上にダウンロードする。
②図表番号 7-1-11,13 のシートを選択し、自社データを横に付け加え、名前をつけて保存する。

【グラフ作成用データの編集】※白書掲載グラフ図表番号 7-1-11,13 の例
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③フリー統計ソフト「EZR」を立ち上げる。
④「ファイル」⇒「データのインポート」⇒「Excel データのインポート」を選択する。

【Excel データの読み込み】

⑥先ほど名前を付けて保存したシートを選択し、OK ボタンをクリックする。

⑤データセット名を入力し、OK ボタンをクリックする。
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⑧変更したい項目名を選択し OK ボタンをクリック後、項目名を変更し、OK ボタンをクリックする。
順序性を保つため頭に 1 から数字を付与する。

⑦項目名が長いため、「アクティブデータセット」⇒「変数の操作」⇒「変数名を変更する」を
選択する。

【項目名の編集】
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【箱ひげ図を描く準備】
⑨「アクティブデータセット」⇒「変数の操作」⇒「複数の変数を縦に積み重ねたデータセット
を作成する」を選択し、データセット名、変数名、データを識別する変数名を指定し OK ボタン
をクリックする。
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⑩「グラフと表」⇒「箱ひげ図」を選択する。
⑪変数に「工数」、群別する変数に「工程」を選択する。
⑫上下のヒゲの位置を選択し、OK ボタンをクリックする。

【箱ひげ図を描く】
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【出力グラフイメージ】
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４．利用にあたっての効率化の工夫

【グラフ作成の大まかな流れと作業負荷軽減策】

データの統合／フォーマット変更

利用したいグラフの選択

グラフデータの
ダウンロード(章単位)

利用したい図表の選択

自社データ準備

データの読み込み

項目名簡素化など

グラフ作成

EXCELでの処理 一度対象ファイルを作成すれば後は作業不要

EZRでの処理 スクリプトを作成し、名前を付けて保存しておけば再利用可能

一度作成すれば再利用可
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自社データを入れ替えたい場合は、自社データ部分を入れ替える

この部分は、一度作成すれば
再利用可能。

[信頼幅付き散布図での例]

翌年度のデータ
と入れ替え

他部門のデータ
と入れ替え
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EZRでの操作内容は、スクリプトという形で記録されている。

スクリプトに名前を付けて保存する。

[EZRのスクリプト再利用例]
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保存したスクリプトを開く。

使用するスクリプトを開く。
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使用するスクリプトが取り込まれる。

実行するスクリプトを選択し、実行をクリックすると目的のグラフが作成される。
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６．おわりに

５．その他補足事項

本資料では、フリー統計ソフト「EZR」を利用した一例を説明しました。
基本的には、日頃皆様がお使いのソフトに合った形でデータを編集し、利用いただければと思いま

す。日頃お使いのソフトで実現される場合でも、信頼幅付きの散布図の描き方や、箱ひげ図の中に自
社データをプロットする方法については、今回の資料の考え方を参考にしていただければと思います。

是非、グラフ作成用データをダウンロードし、いろいろな局面で活用していただければと思います。

参考文献
１．「初心者でもすぐにできる　フリー統計ソフト EZR（Easy　R）で誰でも簡単統計解析」
　　神田　善伸著　南江堂　単行本　B ５版　206 頁　2014/11

箱ひげ図で自社データが 1 つだけの場合は、上記自社データの箱ひげ図が横棒のみになります。
また、ダブルクリックをしてグラフを拡大していた操作は、軸の目盛設定で拡大表示ができます。
なお、見栄えなどを追及される場合は、R 言語の ggplot2 の機能を活用したり、有料ソフトを使用

するなどで対応可能です。
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【著作権等について】
グラフデータは、次の使用条件の下でご利用ください。
１．グラフデータの著作権は、独立行政法人情報処理推進機構が保有しています。
２．独立行政法人情報処理推進機構は、以下の著作権表示を明記することを条件として、「グラフデータ
　　の全部又は一部を複製、改変、公衆送信、又は翻訳／翻案し、第三者に有償又は無償で再配布する
　　こと」を許諾します。
　　著作権表示：「Copyright 20XXIPA」( 例 Copyright 2017IPA）
　　なお、複製し再配布する場合は本使用条件を添付し、本使用条件に記載されている条件を配布先に
　　遵守させてください。改変又は翻訳／翻案した場合は、新しく使用条件を設定することが可能です
　　が、「改変又は翻訳／翻案を行ったこと、（可能な限り）どの部分にどのような改変又は翻訳／翻案を
　　行ったかの概略、当該図表等についての責任主体は利用者にある旨」を付記し、著作者人格権を行使
　　しない旨の宣言条項を必ず含めてください。
３．独立行政法人情報処理推進機構は、グラフデータが第三者の著作権、特許権、実用新案権等の知的
　　財産権に抵触しないことを一切保証するものではなく、また、グラフデータの内容に誤りがあった
　　場合でも、一切責任を負いかねます。
４．独立行政法人情報処理推進機構は、本シートで記載された許諾内容を除き、独立行政法人情報処理
　　推進機構又は第三者の著作権、特許権、実用新案権等の知的財産権に基づくいかなる権利を許諾する
　　ものではありません。
５．独立行政法人情報処理推進機構は、グラフデータのシステム開発への利用、開発されたシステムの
　　使用、及び当該システムの使用不能等により生じるいかなる損害についても、なんら責任を負うもの
　　ではありません。
６．グラフデータを海外へ持ち出す場合及び非居住者に提供する場合には、「外国為替及び外国貿易法」
　　の規制及び米国輸出管理規則等外国の輸出関連法規などを確認の上、必要な手続きを行ってください。
７．本使用条件の解釈は日本国法に準拠するものとし、グラフデータの利用に関して法的紛争が生じた
　　場合は、東京地方裁判所を唯一の合意管轄裁判所とします。
８．グラフデータへのお問い合わせについては、独立行政法人情報処理推進機構 技術本部 ソフトウェア
　　高信頼化センターまでご連絡ください。

【利用上の注意事項】
●ソフトウェア開発データ白書（以下、「データ白書」）に掲載されているグラフの全てについてデータを
　提供するものではありません。一つのデータから複数のグラフ（散布図、対数表示、系列別表示、拡大
　表示等）を作成することができる場合は、もとになるデータ群のみを公開しています。（個別グラフごと
　の公開は行っておりません）
●原則、一つのデータ群を一つのシートに格納し、そのデータ群で作成可能なデータ白書上の図表番号を
シート名としています。例えば、シート名が［4-8-1］であれば一つの図表に、［4-4-7, 8］や［4-4-1 ～ 6］
であれば複数の図表に対応します。
●ローデータの公開のため、即座にグラフ化できないデータ群があります。それらについては必要に応じ
　て階級数や階級区間の決定、集計等を行ってください。また、データ白書に基本統計量の表が掲載され
　ている場合は、シート内にグラフデータとともに基本統計量の表を格納していますので、必要に応じ
　てご利用ください。

付録　グラフ作成用データ利用にあたっての留意事項




